
太
平
洋
戦
争
下
の
庶
民
生
活

斉

藤

実鉱
丁
目 一一

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
に
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
は
、
緒
戦
で
は
輝

か
し
い
戦
果
を
あ
げ
た
が
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
海
戦
に
敗
れ
て
か
ら
は
、
前

ま
た
、
戦
争
末
期
に
は
、
隣
組
の
婦
人
達
は
建
家
の
取
り
こ
わ
し

作
業
に
従
事
し
、
本
土
決
戦
に
そ
な
え
て
は
竹
槍
訓
練
を
行
っ
て
反

転
勝
利
す
る
こ
と
を
念
じ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
労
働
力
の
確
保
対
策

線
へ
の
兵
員
、
兵
器
の
補
給
、
重
要
戦
略
物
資
の
輸
送
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
に
な

っ
て
、
戦
局
は
逆
転
し
は
じ
め
た
。

そ
の
後
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
、
サ
イ
パ
ン
で
の
同
胞
の
玉
砕
を
引

き
起
こ
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
群
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
、
本
土
が
米
軍

B
m爆

撃
機
の
攻
撃
射
程
内
に
入
っ
た
こ
と
で
戦
局
は
極
度
に
悪
化
し
て
き
た
。

こ
の
戦
争
は
国
家
の
存
亡
に
か
か
わ
る
総
力
戦
で
あ
る
の
で
、
政
府
は

勝
ち
抜
く
た
め
に
必
要
な
諸
施
策
を
次
々
と
実
施
し
た
が
、
我
々
庶
民
は

か
つ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

戦
争
を
遂
行
す
る
過
程
で
人
的
資
源
の
動
員
が
不
可
欠
と
な
っ
て
、

政
府
は
国
民
徴
用
令
の
発
動
、
女
子
挺
身
隊
の
結
成
、
学
徒
の
勤
労

動
員
を
行

っ
た。
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こ
れ
ら
の
措
置
で
庶
民
生
活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
は
、

徴
用
工
と
し
て
成
人
男
子
を
動
員
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

隣
組
は
政
府
の
指
導
で
近
接
十
世
帯
程
度
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と

し
た
組
織
で
あ
る
。

こ
の
関
連
で
実
施
さ
れ
た
企
業
整
備
で
、
仕
事
を
失

っ
た
中
小
商

工
業
者
や
、

一
家
の
生
計
を
さ
さ
え
て
い
た
年
長
者
が
軍
需
工
場
に

徴
用
さ
れ
た
中
で
、
収
入
減
と
な

っ
た
家
庭
の
生
活
は
悲
惨
な
も
の

で
あ

っ
た
。
反
面
、
戦
時
体
制
下
の
社
会
は
顔
や
縁
故
の
社
会
で
も

あ
っ
て
、
軍
人
、
高
級
官
僚
、
資
本
家
等
特
権
階
級
と
そ
の
子
女
は

動
員
徴
用
の
が
れ
を
行
い
、
下
積
み
の
者
の
み
が
損
を
す
る
不
平
等

な
時
代
で
も
あ

っ
た。

ど
う
対
処
し
、

一
、
隣
組
の
活
動

隣
組
の
組
長
は
重
要
物
資
の
配
給
、
国
債
の
割
当
て
消
化
、
出
征

帰
郷
兵
士
の
歓
迎
、
戦
災
の
証
明
、
防
空
訓
練
の
実
施
等
の
情
報
を

回
覧
板
を
使

っ
て
構
成
員
に
伝
達
し
た
。



=
一
、
日
常
の
生
活

輸
入
品
を
は
じ
め
と
す
る
原
材
料
の
割
当
て
に
は
じ
ま

っ
た
経
済

統
制
は
、
物
資
の
生
産
、
配
給
、
消
費
、
移
動
、
価
格
の
統
制
へ
と

進
み
、
つ
い
に
消
費
物
資
に
ま
で
そ
の
領
域
を
広
げ
て
、
庶
民
の
生

活
に
も
影
響
を
及
ぽ
し
始
め
た
。
し
か
し
、
物
資
の
不
足
は
深
刻
で

需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
だ
し
た
の
で
、
政
府
は
配
給
制

(切
符

制
度
)
を
取
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
配
給
制
が
と
ら
れ
た

消
費
物
資
は
、
マ

ッ
チ
、
砂
糖
か
ら
始
ま
り
次
い
で
米
穀
、
衣
料
品

と
つ
づ
い
て
全
体
で
三
五
品
種
に
も
及
ん
だ
。
ま
た
、
煙
車
、
酒
は

噌
好
品
で
は
あ
る
が
、

一
度
程
度
の
割
合
で
、

配
給
さ
れ
た
が
、
蛋
白
質
の
摂
取
量
と
し
て
充
分
な
量
と
は
い
え

な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
し
か
も
時
々
配
給
さ
れ
た
サ
メ
は
悪
臭
が

一
人
当
た
り
に
し
て
極
く
わ
ず
か
な
量
が

強
く
、
食
す
る
の
に
閉
口
し
た
も
の
で
あ
る
。

野
菜
は
ど
の
程
度
配
給
さ
れ
て
い
た
か
は
、

な
い
が
、
各
家
庭
が
わ
ず
か
な
空
地
を
利
用
し
て
家
庭
菜
園
と
し

た
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
の
様
子
が
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
食
料
事
情
が
極
度
に
逼
迫
し
て
き
た
の
で
、
庶
民

つ
ま
び
ら
か
で
は

は
家
庭
菜
園
で
少
し
で
も
腹
の
足
し
に
な
る
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
を

こ
れ
も
ま
た
配
給
制
と
な

っ
た
の
で
、
庶
民

は
戦
争
に
勝
つ
こ
と
を
第

一
目
標
に
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で

盛
ん
に
行

っ
た。

は
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生
活
の
不
自
由
さ
と
潤
い
の
な
さ
に
堪
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
切
符
を
持

っ
て
い
て
も
物

資
は
手
に
入
ら
な
い
状
況
と
、
配
給
制
が
有
名
無
実
化
し
た
の
は
衣

料
品
、
次
に
食
料
品
で
あ

っ
た。

イ

建
物
の
強
制
疎
開

我
が
国
の
木
造
建
築
物
は
焼
夷
弾
攻
撃
に
弱
く
、
火
災
に
よ
る

被
害
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
予
防
措
置
と
し
て
政
府
は
建
築
物
の

強
制
取
り
こ
わ
し
を
行

っ
て
、
間
引
き
区
域
を
設
け
る
こ
と
に
し

た。

四
、
都
内
の
状
況

イ

米
の
配
給

米
の
配
給
量
は
生
存
ぎ
り
ぎ
り
の
限
度
ま
で
減
量
さ
れ
た
う
え
、

芋
、
麦
、
パ
ン
、
め
ん
類
で
代
替
さ
れ
た
り
、
大
豆
か
す
が
混
入

さ
れ
た
り
し
た
。
大
豆
か
す
を
混
入
し
た
米
は
消
化
が
悪
く
、
多

子
供
が
消
化
不
良
を
起
こ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

取
り
こ
わ
し
指
定
区
域
は
東
京
、
名
古
屋
を
皮
切
り
に

昭
和

く
の
老
人
、

十
九
年

一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
四
次
に
わ
た

っ
て
順
次
地
方

都
市
へ
と
広
げ
ら
れ
た
が
、
昭
和
二

O
年
に
な
る
と
空
襲
が
頻
繁

化
し
て
来
た
の
で
、
第
五
次
建
物
取
り
こ
わ
し
を
開
始
し
た
。
と

ロ

魚
と
野
菜
の
配
給

に
し
ん
、
塩
ザ
ケ
、
ま
す
等
が
七
日
な
い
し
十
日
間
に

そ
の
完
了
直
前
の
三
月
十
日
に
東
京
の
下
町
を
中
心
に
、

旧
市
内
二
三
区
が
空
襲
さ
れ
て
甚
大
な
損
害
が
出
た
の
で
、
更
に

こ
ろ
が
、

色…は、



徹
底
的
な
建
物
の
強
制
疎
開
が
第
六
次
計
画
と
し
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ロ

こ
の
第
六
次
計
画
で
青
梅
街
道
の
幅
員
を
拡
張
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、
街
道
沿
い
の
疎
開
予
定
者
の
立
ち
退
き
が
終
わ
っ
た
四
月

一
日
午
後
か
ら
軍
隊
が
出
動
し
て
、
牽
引
車
で
本
町
通
り
付
近
よ

り
取
り
こ
わ
し
始
め
、
翌
二
日
よ
り
は
住
民
も
総
出
で
跡
片
付
け

に
従
事
し
た
。

ま
た
、
宮
前
地
区
で
は
現
在
の
三
角
公
園
に
あ
た
る
数
軒
の
家

屋
も
間
引
き
の
対
象
と
な
っ
て
取
り
こ
わ
し
が
行
な
わ
れ
、
こ
の

作
業
に
は
近
辺
の
隣
組
の
婦
人
部
隊
も
参
加
し
活
躍
し
た
。

な
お
、
間
引
き
疎
開
の
選
定
は
、
警
察
署
長
、
消
防
署
長
、
区

長
が
協
議
し
て
決
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

学
童
疎
開

国
民
学
校
初
等
科
の
児
童
を
空
襲
の
危
険
よ
り
守
る
た
め
に
地

方
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
縁
故
者
の
あ
る
家
庭
は
縁
故
疎

開
を
、
な
い
家
庭
は
集
団
疎
開
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た。

中
野
区
の
学
童
は
昭
和
十
九
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
七
千

八
百
名
が
、
南
部
地
域
の
学
童
は
長
野
県
、
北
部
地
域
の
学
童
は

福
島
県
の
学
校
、
寺
社
、
旅
館
等
に
親
元
を
離
れ
て
疎
開
し
た
。

し
か
し
、
子
供
達
は
、
こ
と
ば
や
風
習
の
違
う
地
方
で
完
全
な

配
給
制
下
の
集
団
生
活
を
お
く
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
食
べ
盛
り

の
年
令
で
あ
る
彼
等
の
食
欲
を
満
た
す
の
は
不
可
能
で
、
常
に
空

腹
の
き
び
し
い
生
活
を
幼
い
戦
争
犠
牲
者
と
し
て
経
験
し
た
。

ま
た
、
彼
等
を
悩
ま
せ
た
の
は
ノ
、
、
¥
シ
ラ
ミ
の
被
害
で
、
親

元
で
の
生
活
環
境
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
環
境
下
で
不
衛
生
と
な

り
、
ノ
、
、
¥
シ
ラ
ミ
を
つ
ぶ
す
の
が
日
課
と
な
る
生
活
を
余
儀
な

く
き
れ
た
。
今
の
子
供
に
は
想
像
に
絶
し
、
全
く
理
解
出
来
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

ノ¥

東
京
空
襲

サ
イ
パ
ン
を
発
進
し
た
米
軍

B
m爆
撃
機
の
東
京
空
襲
は
、
昭

和
十
九
年
末
か
ら
始
ま

っ
た
。
当
初
は
軍
需
工
場

(特
に
中
島
飛

行
機
工
場
)
が
目
標
で
あ

っ
た
が
、
次
第
に
爆
弾
、
高
性
能
焼
夷

弾
を
使
用
し
た
東
京
を
焦
土
化
す
る
無
差
別
爆
撃
へ
と
移
行
し
た
。

無
差
別
爆
撃
の
最
大
な
も
の
は
三
月
十
日
の
下
町
を
中
心
と
し
た

106 

旧
市
内
二
三
区
の
大
空
襲
と
、
五
月
二
四
日
の
夜
か
ら
二
五
日
に

か
け
て
の
山
の
手
大
空
襲
で
あ

っ
た。

旧
市
内
二
三
区
の
空
襲
で
は

B
m爆
撃
機

一
五
O
機
が
襲
来
し
、

波
状
じ
ゅ
う
た
ん
爆
撃
を
く
り
返
し
、
本
所
、
深
川
、
城
東
、
浅

草
、
麹
町
、
神
田
、
日
本
橋
、
麻
布
等
二
五
地
域
の
東
京
の
約
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
被
災
し
た
。
山
の
手
地
域
へ
の
空
襲
は
四
月
十

三
日
が
最
初
で
、
中
野
地
区
は
昭
和
通
り

一
丁
目
、
上
高
田

一
丁

目
、
大
和
町
の

一
部
、
鷺
宮
二
丁
目
、
六
丁
目
の
住
宅
等
建
物
が

焼
失
す
る
損
害
を
出
し
た
。

つ
づ
い
て
五
月
二
四
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
の
空
襲
は

B
m



爆
撃
機
二
五

O
機
に
よ
る
大
が
か
り
な
も
の
で
、
中
野
地
区
で
は

弥
生
町
、
本
町
方
面
よ
り
火
の
手
が
あ
が
り
、
折
か
ら
の
強
風
に

あ
お
ら
れ
て
、
そ
の
火
焔
は
強
制
疎
開
で
幅
員
を
広
げ
た
青
梅
街

道
を
這
い
渡

っ
て
塔
の
山
、
宮
前
町
側
へ
と
飛
火
し
た
。
消
火
活

動
は
隣
組
の
全
員
が
協
力
し
て
当
た

っ
た
が
、
少
々
の
防
火
用
水

槽
で
は
全
く
役
に
立
た
ず
、
最
後
は
警
察
の
避
難
指
示
に
従

っ
て

す
で
に
焼
失
し
た
宝
仙
寺
境
内
、
浅
田
商
庖
裏
に
避
難
し
た
。
中

野
地
区
は
こ
の
空
襲
で
大
半
が
焼
失
す
る
と
い
う
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
た
が
、
東
京
も
ま
た
同
時
に
と
ど
め
を
き
さ
れ
た
。

行
わ
れ
て
太
平
洋
戦
争
は
終
結
し
た
。

な
お
、
我
々
日
本
人
と
し
て
胸
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
終
戦
間
近
の
八
月
九
日
、
我
が
固
と
締
結
し
て
い
た

中
立
条
約
を
無
視
し
て
ソ
連
は
参
戦
し
、
満
州

(中
国
東
北
部
)
で

は
軍
人
、
開
拓
民
等
約
六

O
万
人
を
投
致
、
苦
役
き
せ
、
そ
の
約
一

O
パ
ー
セ

ン
ト
の
人
聞
を
死
亡
き
せ
た
こ
と
及
び
北
方
領
土
を
不
法

に
占
拠
し
た
こ
と
で
あ
る
。

五

終

戦

敵
国

(連
合
国
)
側
は
昭
和
二
O
年
七
月
二
六
日
に
日
本
の
降
伏

条
件
と
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
発
表
し
た
。
八
月
六
日
は
広
島
に
、

九
日
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
両
市
は
廃
嘘
と
化
し
多
く
の

住
民
が
死
傷
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
国
内
に
焦
土
と
飢
餓
と
が
進
む
中
で
軍
は
本
土
決

戦
を
準
備
し
て
戦
局
の
挽
回
を
目
論
ん
で
い
た
が
、
到
底
戦
争
を
続

行
出
来
る
状
態
で
は
な
か

っ
た。

八
月
十
四
日
、
閣
僚
と
最
高
戦
争
指
導
者
連
合
の
御
前
会
議
で
、

昭
和
天
皇
の
聖
断
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

翌
十
五
日
正
午
、
陛
下
の
玉
音
放
送
が
行
わ
れ
た
。
我
々
は
こ
の
玉

音
放
送
を
聴
い
て
涙
し
て
終
戦
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
九

月
二
日
、
東
京
湾
上
の
米
戦
艦
ミ
ズ
|
リ
で
降
伏
文
書
の
調
印
式
が




